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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

 平成17年６月30日に提出いたしました第99期（自 平成16年４月１日 至 平成17年３月31日）有価証券報告書

の記載の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出する

ものであります。

２【訂正事項】

第一部 企業情報

第２ 事業の状況

 ４ 事業等のリスク

３【訂正箇所】

訂正箇所は  で示しております。

第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

４【事業等のリスク】

（訂正前）

(15) 繰延税金資産

 ＜略＞

（訂正後）

(15) 繰延税金資産

 ＜略＞

(16) 中期経営計画

 当社グループは、３ヵ年の中期経営計画「New21・UBE計画Ⅱ」（平成16年度～平成18年度）（「第２ 事

業の状況 ３．対処すべき課題」を参照）を推進中である。同計画では過剰債務の解消を目指し、ＵＢＥグ

ループを拡大・成長路線に乗せるため、財務構造改善への継続的取組みと収益構造改革の推進を重要課題と

し、これを踏まえた諸施策を実行することとしている。平成16年度のネットＤ／Ｅレシオ（純有利子負債

／株主資本）3.4倍、売上高営業利益率5.7％、総資産事業利益率4.9％であるが、同計画において目標とする

経営指標として平成18年度にネットＤ／Ｅレシオ3.0倍未満、売上高営業利益率6.0％以上、総資産事業利益

率5.0％以上を掲げている。

 当社グループは、計画期間を通じ、上記重要課題及び目標とする経営指標の達成に向け努力していくが、

想定外の事業環境変化や上記（1）から（15）の記載事項を含めた様々なリクスが顕在化した場合には、当社

グループの業績及び財務状況に悪影響を与える可能性がある他、中期経営計画の重要課題について計画通り

の成果が実現できない可能性や目標とする経営指標が未達になる可能性がある。
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